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(57)【要約】
　水溶性の浸透するインクが、顔料および水溶性染料を
含む。そのインクは、水溶性染料が少なくとも部分的に
溶解される湿潤剤も含む。その湿潤剤は、２０重量パー
セントから７０重量パーセントでインク中に存在する。
この量の湿潤剤によって、遅い蒸発速度が結果としても
たらされる。そのインクは水を含み、それによって、そ
のインクがいくつかのインクジェットプリンタで使用す
るのに適切となる。顔料は、湿潤剤または水の中では溶
解しないので、被印刷物の印刷面の表面上で画像を形成
する。湿潤剤の遅い蒸発速度は、湿潤剤が被印刷物の厚
みを通ってインクを運ぶことを可能にし、それによりイ
ンクは被印刷物の非印刷面上で目視可能になる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水溶性の浸透するインクであって：
　　顔料と；
　　水溶性染料と；
　　１つ以上の湿潤剤であって、その中で水溶性染料が少なくとも部分的に可溶性であり
、湿潤材が水溶性の浸透するインクの２０重量パーセントから７０重量パーセントで存在
する、１つ以上の湿潤剤と；
　　水と；
を含むことを特徴とする、水溶性の浸透するインク。
【請求項２】
　顔料が、被印刷物上へと水溶性の浸透するインクを印刷した後に、被印刷物の印刷面上
で目視可能であり、水溶性染料が、被印刷物上へと水溶性の浸透するインクを印刷した後
に、被印刷物の非印刷面上で目視可能である、請求項１に記載の水溶性の浸透するインク
。
【請求項３】
　１つ以上の湿潤剤および水溶性染料が、乾燥前に被印刷物の厚みを通って移動する、請
求項２に記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項４】
　１つ以上の湿潤剤がそれぞれ、摂氏２００度以上の沸点を有する２つの湿潤剤を含み、
該湿潤剤に水溶性染料が十分に可溶性である、請求項１に記載の水溶性の浸透するインク
。
【請求項５】
　１つ以上の湿潤剤が、グリコール、ジオール、またはトリオールである第３の湿潤剤を
さらに含み、該湿潤剤は、水溶性の浸透するインクの噴出特性を調節するために含まれて
いる、請求項４に記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項６】
　１つ以上の湿潤剤が、２－ピロリドン、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰＭグリコールエーテ
ル、ジ（エチレングリコール）エチルエーテル、エチレングリコール、１－メトキシ－２
－プロパノール、ヘキシルカルビトール、１，３－プロパンジオール、１，５－ペンタン
ジオール、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰＰＨグリコールエーテル、トリエチレングリコール
、グリセロール、または１－（２－ヒドロキシエチル）－２－ピロリドンの少なくとも２
つを含む、請求項１に記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項７】
　水および１つ以上の湿潤剤がともに、摂氏１５０度より高い沸点を有する、請求項１に
記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項８】
　水溶性の浸透するインクの０．１重量パーセントから１０重量パーセントで存在する浸
透剤をさらに含む、請求項１に記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項９】
　水溶性の浸透するインクの０．１重量パーセントから２重量パーセントで存在する界面
活性剤をさらに含む、請求項１に記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項１０】
　水溶性染料が、紫外線応答性の染料、または非蛍光の染料の少なくとも１つを含む、請
求項１に記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項１１】
　１つ以上の湿潤剤が、水溶性の浸透するインクの少なくとも２０重量パーセントの量で
存在する、請求項１に記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項１２】
　水溶性の浸透するインクがインクジェットプリンタを用いて印刷されうる、請求項１に
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記載の水溶性の浸透するインク。
【請求項１３】
　水溶性の浸透するインクを作る方法であって：
　　顔料分散体を調製する工程と；
　　染料、１つ以上の湿潤剤、および水を顔料分散体へ混合する工程と；
を含み、
　ここで、１つ以上の湿潤剤が、２０重量パーセントから７０重量パーセントで混合液中
に存在することを特徴とする方法。
【請求項１４】
　１つ以上の湿潤剤を混合する工程がさらに、摂氏２００度以上の沸点を有する第１の湿
潤剤を混合すること、および染料が十分に可溶性である第２の湿潤剤を混合することを含
む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　混合された１つ以上の湿潤剤および水が、摂氏１７５度を超える沸点を有するように、
１つ以上の湿潤剤の量およびタイプが選択される、請求項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
１．本発明の技術分野
　本発明は、インクジェットプリンタで使用するためのセキュリティインクを作る組成物
、および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
２．関連技術の説明
　印刷技術が高度化し、プリンタが容易に公衆で利用可能になるとともに、要求に応じて
ますます多くの書類が印刷されるようになった。個人小切手、株、紙幣、遺言書、証書お
よび薬物処方箋などのこれらの文書のいくつかの固有の価値に、偽造者が引き寄せられて
それらを改変または複製するようになった。
【０００３】
　大部分の印刷システムは、インクまたはトナーがとどまり画像が形成される被印刷物の
表面上に、インクまたはトナーを配置することにより印刷する。いくつかのインクおよび
トナーは、それらを擦る、または溶媒を使用することにより、比較的簡単に被印刷物の表
面から取り除くことができる。これらの文書は偽造にとって格好の標的である。
【０００４】
　このタイプの文書改ざんを防止するために、数年にわたってシステムが開発されている
。例えば、Ｓｎｙｄｅｒの米国特許第１，７２７，９１２号には、紙の上に印刷された情
報の健全性を保護するために使用することができる紙の形態が開示されている。その紙は
、比較的低いインク吸収特性を備えた被膜、および容易にインクを吸収する本体を含む。
安全な文書は、インクが紙の吸収体へと浸透するように、書き込みプロセスの間に被膜を
切り開くか裂くことによって作成される。一旦インクが吸収されると、取り除くのが難し
い。この専用の紙は、製作に必要とされる材料および製作方法のために高価である。
【０００５】
　Ｇｒｕｂｅｒ　ｅｔ　ａｌ．の米国特許第５，１２４，２１７号には、電子写真印刷の
ためのセキュアな印刷トナーが開示されている。そのトナーは、文書偽造においてしばし
ば使用される一般的な溶媒、すなわちトルエンにさらされたときに、偽造未遂を示す色汚
れを生じさせる。
【０００６】
　Ｈｅｉｌｍａｎ　ｅｔ　ａｌ．の米国特許第７，２２０，５２４号には、レーザープリ
ンターで使用可能な、色が浸透するトナーが開示されている。そのトナーは、典型的には
、浸透を補助するための特別な被膜を有する被印刷物とともに使用される。浸透後に、ト
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ナーで印刷された画像を取り除くのは難しい。
【０００７】
　文書に対する追加のセキュリティ特徴を提供するための望ましい浸透特性を提供するイ
ンクジェットプリンタにおいて使用可能な、比較的安い浸透するインクの必要性がある。
【発明の概要】
【０００８】
　２つの着色剤、顔料および水溶性染料、水溶性染料が少なくとも部分的に溶解する湿潤
剤、ならびに水を有する水溶性の浸透するインクは、インクジェットプリンタにおいて使
用可能なセキュリティインクを提供する。
【０００９】
　使用される湿潤剤の量は、２０重量パーセントから７０重量パーセントの間の量である
。選択された湿潤剤は、湿潤剤および水の溶媒混合液の比較的遅い蒸発を提供する。顔料
は、湿潤剤または水の中に溶解しない。顔料の大部分は被印刷物に浸透せず、被印刷物の
印刷面上に画像を形成するだろう。溶媒混合液の遅い蒸発速度は、溶媒混合液が染料を被
印刷物へと運ぶことを可能にする。この移動後、その染料によって被印刷物の非印刷面上
に画像が形成される。
【００１０】
　望ましい粒径を有する顔料分散体は、インクを作るプロセスの第一ステップである。染
料、湿潤剤、水および顔料分散体が混合される。それらの原料はひとつずつ加えられても
よい。この結果が、本発明に記載のセキュリティインクである。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　目標物およびそれらの利点と同様に、この発明の正確な性質は、同様の符号がそれらの
図全体にわたって同様の部分を示す添付の図面と併せて、以下の明細書の検討から容易に
明らかとなるだろう。
【図１】水溶性の浸透するインクジェットインクを作るための好ましい方法を例示するブ
ロック図である。
【図２】図１の水溶性の浸透するインクジェットインクが印刷された、被印刷物の面の写
真である。
【図３】水溶性の浸透するインクジェットインクの浸透を示す、図２の被印刷物の非印刷
面の写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明者らは、望ましい浸透特性を提供するインクジェットプリンタのための比較的低
価格のインクを作る方法を発見した。インクは水性であり、かつ被膜は染料の移動のため
に必要ではない。染料は印刷直後に被印刷物を通って移動する。
【００１３】
　インクジェットインクは２つのタイプの着色剤、すなわち顔料、および水溶性染料を含
む。顔料の色および染料の色は、同じであってもよく、または異なっていてもよい。イン
クは、染料が溶解する遅乾性の湿潤剤も含む。紙などの多孔性の被印刷物上へと印刷され
たとき、顔料は被印刷物の印刷面上に画像を形成する。顔料は湿潤剤に溶解しないため、
被印刷物の表面でとどまる。湿潤剤は、被印刷物を通って溶解された染料を運ぶ。最終的
には、湿潤剤および染料は、染料が、反対面、すなわち非印刷面上に画像を形成する被印
刷物に十分に浸透する。
【００１４】
　浸透するインクのセキュリティ特徴は、紫外線応答性の染料を使用することによって増
加しうる。浸透後、紫外線染料は、無色か、被印刷物の非印刷面上で発色したように見え
ることがある。しかしながら、紫外線を使用して非印刷面を照らすと、染料は蛍光を発す
る。文書の信頼性は、蛍光を発する画像を、顔料系の画像と比較することによって確認さ
れうる。
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【００１５】
　インクジェットインクは、浸透剤または界面活性剤の１つ以上も含むことができ、かつ
殺生物剤、殺真菌剤、殺菌剤、カール防止剤、ブリード防止剤、コゲーション防止剤、表
面張力調節剤、またはバッファーなどの他のいかなる公知の添加剤も含んでもよい。
【００１６】
　インクに使用される好ましい染料は、被印刷物を通る強い色吸収率、選択された湿潤剤
（複数可）におけるよい溶解性、および最終インクにおけるよい安定性を示し、そして消
えることがない。染料は、紫外線応答性であってもよく、そうでなくてもよい。例として
、適切な紫外線応答性の染料は、アシッドレッド５２、ベーシックレッド１４、ベーシッ
クレッド１５、アシッドイエロー７３、ダイレクトイエロー９６、ベーシックイエロー４
０、およびダイレクトイエロー７３を含む。さらなる例として、適切な非蛍光染料は、ア
シッドレッド１、アシッドレッド１４、アシッドレッド８８、ベーシックレッド１８、ベ
ーシックバイオレット１、ベーシックバイオレット３、ダイレクトレッド３１、ダイレク
トレッド２３、リアクティブレッド２、リアクティブレッド１１、大半のアシッドイエロ
ーおよびアシッドブルーの染料、大半のダイレクトイエローおよびダイレクトブルー染料
、大半のベーシックイエローおよびベーシックブルー染料、ならびに大半のリアクティブ
イエローおよびリアクティブブルーの染料を含む。
【００１７】
　顔料は顔料分散体であってもよい。顔料分散体は当技術分野において周知であり、本明
細書において記載されないだろう。インクジェットプリンタのノズルを通って自由に流れ
るほど小さくなることは、顔料分散体中の顔料の粒子にとって望ましいことである。典型
的なインクジェットプリンタノズルは、１０マイクロメーター（１０ミクロン）から５０
ミクロンの直径を有し、かつ大半のノズルは、３０ミクロン未満の直径を有する。顔料の
粒径は、好ましくは、インク中の顔料の安定性を維持するためにも選択される。したがっ
て、より小さな粒子はより大きい粒子よりも好まれる。例として、適切な顔料サイズは、
２００ナノメートル（ｎｍ）から２０ミクロンのサイズ、および好ましくは１００ｎｍか
ら２０ミクロンのサイズである。
【００１８】
　典型的な顔料は、縮合アゾ顔料およびキレートアゾ顔料などのアゾ顔料；フタロシアニ
ン、アントラキノン、キナクリドン、チオインジゴイド、イソインドリノンおよびキノフ
タロンなどの多環式顔料；ニトロ顔料；ならびに昼光蛍光顔料；を含む着色顔料と；炭酸
塩と；クロム酸塩と；酸化チタンと；酸化亜鉛と；磁性酸化鉄およびカーボンブラックと
；から成る、カーボンブラック、有機着色顔料および無機着色顔料、磁性酸化鉄、コンポ
ジットブラックを含む。好ましい顔料は、カーボンブラック、磁性酸化鉄、ならびにシア
ン、マゼンタ、およびイエローインクを生成することができる顔料を含む。例として、適
切な顔料は、カーボンブラック、磁性酸化鉄、ピグメントレッド８１、ピグメントレッド
１２２、ピグメントイエロー１３、ピグメントイエロー１４、ピグメントイエロー１７、
ピグメントイエロー７４、ピグメントイエロー８３、ピグメントイエロー１２８、ピグメ
ントイエロー１３８、ピグメントオレンジ５、ピグメントオレンジ３０、ピグメントオレ
ンジ３４、ピグメントブルー１５：４、およびピグメントブルー１５：３を含む。
【００１９】
　湿潤剤は染料を運ぶ。それらは多孔性の被印刷物を通って、ともに移動する。インクは
複数の湿潤剤を含んでもよく、かつ水を含む。湿潤剤は、染料が各々において、少なくと
も部分的に可溶性であるように選択されるべきである。染料が湿潤剤および水を含む溶媒
混合液中に十分に可溶である限り、いかなる湿潤剤も使用することができる。
【００２０】
　湿潤剤は、湿潤剤が乾燥する前に被印刷物の厚みを通って移動するほど十分に遅い蒸発
速度を有するべきである。しかしながら、湿潤剤の蒸発が遅すぎる場合、被印刷物の非印
刷面に達した後も移動が止まらないだろう。この過剰な移動によって、かすんだ画像、お
よび被印刷物からの染料のブリードが結果としてもたらされる可能性がある。湿潤剤の蒸
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剰な移動を防止するほど十分に速くなければならない。
【００２１】
　材料の蒸発速度は、典型的には測定されない。しかしながら、材料の沸点は周知であっ
て、それが蒸発速度に相当する。特に、より高い沸点は、典型的には蒸発のより遅い速度
に相当する。水は、例えば、摂氏１００度（１００℃）の沸点を有し、また、エチレング
リコールは１９７℃の沸点を有する。沸点に基づいて、水がエチレングリコールよりも速
く蒸発することは公知である。
【００２２】
　湿潤剤のタイプおよび量は、溶媒混合液（湿潤剤および水の組み合わせ）の所望の沸点
に達するように選択されるべきである。特に、溶媒混合液の沸点は、被印刷物を通る染料
の浸透を可能にするほど十分に高くあるべきであり、かつ染料の過剰な移動によってもた
らされるあらゆるかすみまたはブリードを最小限にするほど十分に低くあるべきである。
【００２３】
　溶媒混合液の沸点は、１００℃（水の沸点）を超えるべきである。例として、溶媒混合
液の適切な沸点は、１００℃から４００℃、１５０℃から４００℃、１７５℃から４００
℃、または２００℃から４００℃である。
【００２４】
　所望の溶解性および蒸発特性を達成するためには、浸透するインクジェットインク中の
非水系湿潤剤の合計量は、２０％から７０重量％、３０％から６５重量％、または４５％
から７０重量％であるべきである。
【００２５】
　表１は、以下に３つの典型的な湿潤剤における染料の沸点および溶解性を示す。１．５
グラム（１．５ｇ）の染料を６ｇの各対応する溶媒へと溶解させて、溶解性を試験した。
【００２６】
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【表１】

【００２７】
　湿潤剤の各々は、水よりも高い沸点を有する。アシッドレッド５２の沸点および溶解性
に基づいて、適切な湿潤剤は：２－ピロリドン；Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰＭグリコール
エーテル；ジ（エチレングリコール）エチルエーテル；エチレングリコール；１－メトキ
シ－２－プロパノール；およびヘキシルカルビトールを含む。アシッドレッド５２が、湿
潤剤および水の最終的な溶媒混合液中に可溶であるならば、１，３－プロパンジオール；
１，５－ペンタンジオール；Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰＰＨグリコールエーテル；トリエ
チレングリコール；グリセロール；および１－（２－ヒドロキシエチル）－２－ピロリド



(8) JP 2019-504123 A 2019.2.14

10

20

30

40

50

ンは、アシッドレッド５２と共に使用されうる。
【００２８】
　浸透剤を使用することが好まれるが、任意である。浸透剤が染料の移動を補助するので
、典型的には１以上の浸透剤を含むことが好まれる。典型的な浸透剤は、１，２－ヘキサ
ンジオール、Ｎ－プロパノール、イソプロパノール、およびヘキシルカルビトールなどの
１，２－Ｃ１－Ｃ６アルキルジオールを含む。例として、浸透剤は、０．１重量％から１
０重量％で存在する。
【００２９】
　界面活性剤が好まれる。界面活性剤は、浸透するインクの表面張力および／または粘度
を調節する。インクの噴射性および湿潤性を調節し、そしてインクが被印刷物を通って浸
透するのを支援するために、界面活性剤を使用する。インクは、特に顔料分散体が使用さ
れるときに、確実な噴出、湿潤、および浸透を達成するために必要な最小量の界面活性剤
のみを含むべきである。高分子分散剤が、顔料粒子の表面に位置付けられる。界面活性剤
は、典型的には、低い分子量を有し、高分子分散剤を攻撃することもある。最小量を超え
て界面活性剤が使用されるとき、界面活性剤は、分散体の不安定性をもたらすだろう。所
望の噴射性を達成するために、浸透するインク中の全界面活性剤の量は、０重量％から２
重量％、０．０１重量％から２重量％、または０．１重量％から２重量％であるべきであ
る。
【００３０】
　非イオン界面活性剤が好まれる。典型的な界面活性剤は、Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ
のＤｕＰｏｎｔから入手可能なＣａｐｓｔｏｎｅ（登録商標）界面活性剤、Ｃａｒｌｓｔ
ａｄｔ，ＮＪのＡｄｖａｎｃｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒ，Ｉｎｃ．から入手可能なＡＰＦＳ（
登録商標）界面活性剤、Ｍａｎｓｆｉｅｌｄ，ＴＸのＣｈｅｍｇｕａｒｄ　Ｉｎｃ．から
入手可能なＣｈｅｍｇｕａｒｄ（登録商標）、Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮの３Ｍから入手可能
なＮｅｖｅｃなどのフッ素系界面活性剤；商標名ＴＲＩＴＯＮ（登録商標）という名で、
Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭｌのＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能な、オ
クチルフェノキシポリエトキシエタノールなどのアルキルアリールポリエーテルアルコー
ル非イオン界面活性剤；ＴＲＩＴＯＮ（登録商標）ＣＦ－１０を含む商標名ＴＲＩＴＯＮ
（登録商標）、および商標名ＴＥＲＧＩＴＯＬ（登録商標）という名で、Ｍｉｄｌａｎｄ
，ＭＩのＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能な、アルキルアミンエ
トキシレート非イオン界面活性剤；商標名ＳＵＲＦＹＮＯＬ（登録商標）およびＤｙｎｏ
ｌ（登録商標）という名で、Ａｌｌｅｎｔｏｗｎ，ＰＡのＡｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａ
ｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．から入手可能な、エトキシル化アセチレンジオール
界面活性剤；商標名ＴＷＥＥＮ（登録商標）という名で、Ｍｉｄｄｌｅｓｂｏｒｏｕｇｈ
，ＵＫのＩＣＩ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　＆　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　Ｌｔｄ．から入手可能な
、ポリソルベート生成物；商標名ＳＩＬＷＥＴ（登録商標）という名で、Ｇｒｅｅｎｗｉ
ｃｈ，ＣＴのＣｒｏｍｐｔｏｎ　ＯＳＩ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓから入手可能な、ポリ
アルキレンおよびポリアルキレン修飾界面活性剤；商標名ＣＯＡＴＯＳＩＬ（登録商標）
という名で、Ｗａｔｅｒｆｏｒｄ，ＮＹのＭｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ
　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｉｎｃ．から入手可能な、ポリジメチルシロキサン共重合体およ
び界面活性剤；商標名ＲＥＮＥＸ（登録商標）、ＢＲＩＪ（登録商標）およびＵＫＡＮＩ
Ｌ（登録商標）という名で、Ｎｅｗ　Ｃａｓｔｌｅ，ＤＥのＵｎｉｑｅｍａから入手可能
な、アルコールアルコキシレート非イオン界面活性剤；商標名ＳＰＡＮ（登録商標）およ
びＡＲＬＡＣＥＬ（登録商標）という名で、Ｈａｍｂｕｒｇ，ＧｅｒｍａｎｙのＯｍｙａ
　Ｐｅｒａｌｔａ　ＧｍｂＨから入手可能な、ソルビタンエステル生成物；商標名ＴＷＥ
ＥＮ（登録商標）、ＡＴＬＡＳ（登録商標）、ＭＹＲＪ（登録商標）およびＣＩＲＲＡＳ
ＯＬ（登録商標）という名で、Ｍｉｄｄｌｅｓｂｏｒｏｕｇｈ，ＵＫのＩＣＩ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌｓ　＆　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　Ｌｔｄ．から入手可能なアルコキシル化エステル／
ポリエチレングリコール界面活性剤；商標名ＣＨＥＭＰＨＯＳ（登録商標）ＴＲ　４２１
という名で、Ｐａｓｏ　Ｒｏｂｌｅｓ，ＣＡのＣｈｅｍｒｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
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から入手可能なアミル酸性リン酸塩などのアルキルリン酸エステル界面活性剤生成物；商
標名ＣＨＥＭＯＸＩＤＥ（登録商標）という名で、Ｐａｓｏ　Ｒｏｂｌｅｓ，ＣＡのＣｈ
ｅｍｒｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能な、アルキルアミンオキサイド；商標
名ＨＡＭＰＯＳＹＬ（登録商標）という名で、Ｎａｓｈｕａ，ＮＨのＨａｍｐｓｈｉｒｅ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能な、アニオン性サルコシネー
ト界面活性剤；商標名ＨＯＤＡＧ（登録商標）という名でＳｋｏｋｉｅ，ＩＬのＣａｌｇ
ｅｎｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｃ．から、商標名ＡＬＰＨＥＮＡＴＥ（登録商標）とい
う名でＤｒａｍｍｅｎ，ＮｏｒｗａｙのＨｅｎｋｅｉ－Ｎｏｐｃｏ　Ａ／Ｓから、商標名
ＳＯＬＥＧＡＬ（登録商標）Ｗという名でＦｒａｎｋｆｕｒｔ，ＧｅｒｍａｎｙのＨｏｅ
ｃｈｓｔ　ＡＧから、および商標名ＥＭＵＬＴＥＸ（登録商標）という名でＭｉｌａｎ，
ＩｔａｌｙのＡｕｓｃｈｅｍ　ＳｐＡから入手可能な、グリセリンエステルまたはポリグ
リコールエステルの非イオン界面活性剤；商標名ＮＥＷＫＡＬＧＥＮ（登録商標）という
名でＪａｐａｎのＴａｋｅｍｏｔｏ　Ｏｉｌ　ａｎｄ　Ｆａｃｔ　Ｃｏ．Ｌｔｄ．から入
手可能な、ポリエチレングリコールエーテル界面活性剤；商標名ＢＹＫ（登録商標）３０
０という名でＷｅｓｅｌ，ＧｅｒｍａｎｙのＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅから入手可能な、修飾
ポリジメチルシリコーン界面活性剤（ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｐｏｌｙ－ｄｉｍｅｔｈｙｌ－
ｓｉｌｉｃｏｎｅ　ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ）；および、当業者に公知の他の市販されて
いる界面活性剤；を含む。
【００３１】
　浸透するインクはまた、当技術分野において公知の他の添加剤を含んでもよい。これら
の添加剤は、キレート剤、バッファー、殺生物剤、殺真菌剤、殺菌剤、カール防止剤、ブ
リード防止剤、コゲーション防止剤、表面張力調節剤、またはバッファーであってもよい
。容認可能な殺生物剤は、ベンズ－イソチアゾリン－オン、メチル－イソチアゾリン－オ
ン、クロロ－メチル－イソチアゾリン－オン、デヒドロ酢酸ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　
ｄｉｈｙｄｒｏａｃｅｔａｔｅ）、ソルビン酸ナトリウム、ナトリウム２－ピリジンチオ
ール－１－オキシド、安息香酸ナトリウムおよびナトリウムペンタクロロフェノールを含
む。例として、殺生物剤は、Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩのＴｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏ．から入手可能なＺｏｌｉｄｉｎｅ（商標）；Ｂａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎ
ｄのＬｏｎｚａから入手可能なＰｒｏｘｅｌ（商標）；Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩのＴｈｅ　
Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能なＫｏｒｄｅｋ（商標）；Ｍｉｄｌａｎ
ｄ，ＭＩのＴｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能なＧｉｖｇｕａｒｄ
（商標）；およびＭｉｄｌａｎｄ，ＭＩのＴｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．か
ら入手可能なＫａｔｈｏｎ（登録商標）ＰＦＭ；を含んでもよい。
【００３２】
　図１に目を向けると、水溶性の浸透するインクジェットインクを調製する方法（１００
）が示されている。その方法は、ステップ（１０２）において顔料分散体を調製すること
から始まる。顔料分散体は、典型的には顔料粒子、分散剤、溶媒、および水を含む。原料
を予備混合し、その後、粉砕器に移動させた。その混合物を、所望の粒径が達成されるま
で粉砕する。
【００３３】
　ステップ（１０４）において、顔料または顔料分散体、染料、湿潤剤、浸透剤、界面活
性剤、水、および任意の付加的な添加剤をともに混合する。原料は、一つずつ入れてもよ
いし、別の原料を加える前の時間に混合してもよい。原料を加える間の時間は、３～２０
分、または５～１５分であってもよい。典型的な混合するステップは、顔料および水の混
合から始まる。約１０分後、湿潤剤を水および顔料などと混合させる。
【００３４】
　全ての原料が混合された後、溶液のｐＨを６．５から９の間の値に調節する。
【００３５】
　表２は、本発明に従う９つの水溶性の浸透するインクジェットインクの組成物を、以下
に例示する。与えられた値は、最終的な水溶性の浸透するインクジェットインク中の原料
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の重量パーセントである。
【００３６】
【表２】

【００３７】
　実施例における湿潤剤１は、２－ピロリジノンである。しかしながら、類似の結果を達
成するために、２００℃より高い沸点を有し、かつ染料が少なくとも部分的に可溶性であ
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【００３８】
　実施例における湿潤剤２は、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰＭグリコールエーテルである。
しかしながら、類似の結果を達成するために、染料が高い溶解性を有する任意の湿潤剤を
、Ｄｏｗａｎｏｌ（商標）ＰＭグリコールエーテルの代わりに使用することもできる。高
い溶解性は、表１の可溶性である染料に相当する。
【００３９】
　実施例における湿潤剤３は、１－メトキシル－２－プロパノール（１－ｍｅｔｈｏｘｙ
ｌ－２－ｐｒｏｐａｎｏｌ）である。湿潤剤３は、インクの噴出特性を調節するために使
用される。他のいかなる湿潤剤が、所望の噴射性を達成するために、グリコール、ジオー
ルまたはトリオールなどの１－メトキシル－２－プロパノールの代わりに使用されてもよ
い。
【００４０】
　実施例の浸透剤は、１，２－ヘキサンジオールである。他のいかなる浸透剤が、１，２
－Ｃ１－Ｃ６アルキルジオールなどの１，２－ヘキサンジオールの代わりに使用されても
よい。
【００４１】
　上記の水溶性の浸透するインクジェットインクを、Ｐａｌｏ　Ａｌｔｏ，ＣＡのＨｅｗ
ｌｅｔｔ－Ｐａｃｋａｒｄ，Ｉｎｃ．から入手可能な、ＨＰ　Ｏｆｆｉｃｅｊｅｔ　１０
０モバイルプリンタにおいて評価した。インクを、非蛍光（ＵＶ不活（ＵＶ　ｄｕｌｌ）
）紙上に印刷した。表３は、表２の浸透するインクの各々で印刷した結果を以下に示す。
【００４２】
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【表３】

【００４３】
　赤色または黄色の強度、および紙の非印刷面の染料の蛍光を、１（弱い）から５（強い
）まで、視覚的に評価した。結果は、湿潤剤２（染料はそれにおいて高度に可溶である）
の量が増加されたことによって、紙の非印刷面の蛍光の色彩強度、および強さが上昇した
ことを示す。結果はまた、高い湿潤性特性が有する界面活性剤を使用することによって、
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紙の非印刷面の蛍光の色彩強度、および強さが上昇したことを示す。
【００４４】
　ここで、図２および３に目を向けると、実施例８のインク組成物を使用して印刷された
文書の前面および背面の図が示されている。特に、図２は、文書の印刷面２００を示す。
図３は、染料に蛍光を発光させるために紫外線によって照らされる、文書の非印刷面３０
０を示す。印刷面２００上の顔料２０２の色は濃く、かつ文字は明瞭である。非印刷面３
００において、紫外線によって照らされたとき、アシッドレッド５２染料の色は濃く、ま
た、その文字は明瞭である。

【図１】

【図２】

【図３】
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